








妊娠により母体の血液性状には様々な変化が現れる。そのうち最大の変化は全血液量の増

加である。この増加は赤血球量、血漿量両方の増加によるものであるが、血漿量が相対的

に増加するので血液は希釈される。血液の希釈は血液粘度を低下させ、それに伴う血液流

動性の増加は、胎盤の微少循環の維持、ひいては胎児発育に有利に働く。一方、胎児・胎

盤系より分泌される各種ホルモンは、こうした母体血液性状の変化を促す。このように母

体血液性状の変化と胎児発育は密接に関係し、相互に作用しつつ、妊娠に伴う様々な生理

的適応をもたらしている。 

しかし、短期間におこる胎児発育は、母体より栄養剥脱を強要するため、こうした生理的

適応状態の破綻を招きやすい状態になっているともいえる。妊婦によく見られる鉄欠乏性

貧血はそのよい例と考えられる。そこで今回我々は、胎児発育に必須であり、また母体血

液性状に大きく影響する物質である鉄に注目し、妊娠時の血液性状における母児相関につ

いて検討、考察した。 


